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図書館で すてきな出会い 人と本

中央図書館　5 月の休館日 ４日 （土）、７日 （火）、１３日 （月）、２０日 （月）、２７日 （月） ３１日 （金）

晴れた日の中央公園。

公園中心にある自由広場では、 大学生と小学生のグループがそれぞれキャッチボールをして楽しんでい

ました。 その近く、 波打つドーナツ型のかわいらしいオブジェと緑いっぱいの公園によく映えるビビットカ

ラーのオブジェが並んでいます。

二十世紀を代表する彫刻家、 イサム ・ ノグチの遊具彫刻

です。 平成２２年６月に設置されました。

ドーナツ型の作品は、❶《PLAY　SCULPTURE （プレイ　

スカルプチュア）。》

たくさんの子どもたちに遊んでもらったためか、 腰掛けたり

跨いだりできる低い部分の色は一部剥げていました。

ビビットカラーの作

品は、❷《OCTETRA （オクテトラ）》。

テトラポッドを積み上げたような形をしていて、 よじ登ったり、 丸

い窓から顔を出して遊べそうです。

１９０４年 （明治３７年） アメリカ人の母と日本人の父との間に生

まれたイサム ・ ノグチは、 肖像彫刻、 舞台芸術、 光の彫刻

「AKARI」 など生涯数多くの作品を残しました。 なかでも、 子

どものための遊んで楽しい芸術に力を注いだと言われ、 代表作

の１つ、 公園全体が彫刻作品である 「札幌モエレ沼公園」 にあ

る 《プレイマウンテン （遊び山）》 は、 イサムが長年実現を夢見

て温めてきた構想がようやく形になったものです。 たくさんの子ど

もたちに喜んでもらいたいと語りながらも、 公園の完成を見るこ

となく１９８８年 （昭和６３年） にニューヨークで亡くなりました。 このモエレ沼公園には写真❶、❷をはじ

めとした多くの遊具彫刻が設置されています。 またイサムは１９６９年、 高松市牟礼町にアトリエを構え、

現在はイサム ・ ノグチ庭園美術館として作品と生前の雰囲気を味わうことができます。 （N）

『イサム・ノグチ物語　「遊び」は芸術だ！』めら・かよこ /著　未知谷 2017 年　712/ ノク
『イサム・ノグチ　エッセイ』北代　美和子 /訳　みすず書房　2018 年　T7125/ ノク
『もっと知りたいイサム・ノグチ』新見　隆 /著　東京美術　2021 年　7125/ ノク
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環境の変化などの体調不良が
出やすい時期。
今月は読んでリラックスできる
本を紹介します。

『暮らしを豊かに彩る １００種類のお茶』
お茶と暮らし研究会 /編著　自由国民社 2023 年 / 発行　5967/ クラ

　ほっと一息つくときにかかせないお茶。なかでも煎茶はいま新茶（一番茶）の
季節で、立春から８８日数えた 5月の初旬の八十八夜に摘み取られ、うま味も香
りも楽しめる時期です。コラムでは知っているようで知らないお茶の豆知識も学
べます。なじみのあるお茶から珍しいものまで、読むだけで試してみたくなりま
す。

『香りのチカラ　調香師が知っている、においと人の深いつながり』
平野　奈緒美 /著　市村　譲 /イラスト　笠間書院　2023 年 / 発行　5766/ ヒラ

　目に見えない香りには、その場の情景や色、そのときの感情にいたるまで記憶
に残る不思議な力があります。嗅覚の持つ役割やにおいの感じるしくみに始まり、
香調（香りの分類）などの専門的な知識、また季節ごとに普段の生活の中で楽し
める四季の香りまで紹介されています。外に出て深呼吸がしたくなる１冊です。

『NATURE ANATOMY　自然界の解剖図鑑 地球の不思議をのぞいてみよう』
ジュリア・ロスマン /文・絵　ジョン・ニークラス /協力　神崎　朗子 /訳
大和書房　2023 年 / 発行　4040/ ロス

　身近にある自然を、ニューヨーク市ブルックリン在住の著者がきれいなイラス
トと分かりやすい解説をつけ、どこから開いても楽しめる図鑑。花の解剖図や、
その花に集まってくるチョウたち、朽ちた木に集まる動植物、水場の種類など幅
広い自然がつまっています。

企画展示
高松市歴史資料館　令和６年度収蔵品展

おでかけ展　野に出る四季を楽しむ
会期：開催中～６月３０日（日）
サンクリスタル４階　高松市歴史資料館
開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

江戸時代以降に制作された歴史資料館の収蔵資料を
手がかりに、かつての「おでかけ」の姿を探る展覧
会です。
期間中、関連イベントも多数開催！
詳しくは高松市歴史資料館（087-861-4520）まで
お問合せ下さい。



行事予定

よるの朗読会　～『あらしのよるに』全シリーズ～

　１日目は、シリーズの１～４作目の『あらしのよるに』『あるはれたひに』『くものきれまに』『きり

のなかで』。２日目は５～７作目の『どしゃぶりのひに』『ふぶき

のあした』『まんげつのよるに』を各日１時間半かけ、全作品を図

書館閉館後に朗読しました。メインの朗読は高松市図書館ボラン

ティア団体「えほんくらぶ」、一部

は図書館司書も参加しました。ス

クリーンには絵本を投影し、朗読

合わせて効果音もつけて「あらしのよるに」の世界をたくさんの方と

楽しむことができ、充実した時間となりました。

おたのしみブックをどうぞ！

　図書館司書と菊池寛記念館、歴史資料館の学芸員が各年齢・テーマ別に選んだおすすめ本をセット

貸出します。（先着５０セット）

　日時：５月５日（日）午前９時３０分～
　場所：１階　児童コーナー

さわってみよう！「さわる」絵本

　視覚障がいをもつ子どもたちなど、幅広い方が絵本をよりたのしめるよう、布などの様々な素材で
作られた絵本を展示します。

　日時：開催中～５月１２日（日）
　場所：１階　児童コーナー

４月２３日～５月１２日こどもの読書週間イベント

行事報告

１日目　4月１２日（金）午後６時～７時３０分　　　会場
２日目　　   １３日（土）　　　　　〃　　　　　　　サンクリスタル高松　３階　視聴覚ホール

どんな絵本がはいっているか

借りてみてからのおたのしみ！

図書館イベント情報、お知らせなどは
SNS からもチェックできます！

Follow me★

SNS で情報発信中！

さ
わ
っ
て
み
て
ね
★



CD
特集　『素敵な恋をしよう』

お問合せ　高松市中央図書館　高松市昭和町一丁目 2－20　電話（087）861‐4501

高松市図書館ホームページ  https://www.library.city.takamatsu.kagawa.jp/

　　　　　　　　　　　　　　

DVD
『恋する輪廻 オーム・シャンティ・オーム』D１６/ コイ

『王子と踊り子』D１４/ オウ

『ライセンス・トゥ・ウェディング』D１４/ ライ

カラオケでトップランキングに入る人気の
バラード曲を集めたオルゴール・アルバム。
オルゴールの優しい音色で聴く恋の曲は、
癒しの時間を与えてくれるでしょう。

≪ピックアップ作品≫

『恋バラード
～オルゴールが奏でる癒しの時間～』　
　　　　　　　　　　　　　　２７／コイ

DVD

『みんな恋した歌謡曲　初恋編』３２/ ミン　　　　　

『ディズニー・ラヴ・デュエッツ』３７/ テイ
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●コットンツリーのへや
　１０ ： ３０～

●伝々虫のおはなし会
　 １０ ： ００～

日　　  　月　　　　火　　　　    水　　　　     木　　　 　   金　　　　　　 土
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　●わらべうたで
　　 あそぼう
　　　１０ ： ３０～

　●えいごの
　　おはなし会
　　１１ ： ００～

　●ゆりかご

　　おはなし会

　　１０ ： ３０～

　●なかよしかみしばい
　　１４ ： ００～

●本さんこんにちは
　１４ ： ００～

●かずこさんの
　 おはなし会
　 １４ ： ００～

　●えほんくらぶの
　　 おはなし会
　　１４ ： ００～

中央図書館５月行事予定   ・・・休館日

　●にこにこ
　　おはなしひろば
　　１１ ： ００～

２階 AV コーナー
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　●えいごあそび
　　１１ ： ００～

●おはなしのかけはし
　１４ ： ００～
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図書館員の小部屋 

『マンガでわかる日本料理の常識』　長島 博 / 監修　誠文堂新光社　３８３８/マン
なぜ和食が生まれ、育まれてきたのか。意外と知らない和食のきっかけを、歴史のみならず科学的視点も交えて教
えてくれます。この本を読んだあとに、国立科学博物館で開催された特別展「和食～日本の自然、人々の知恵～」
を見て、さらに内容を理解したのが思い出です。マンガや写真も多く、とても読みやすくておすすめです。

『銀獣の集い　廣嶋玲子短編集』　廣嶋 玲子 / 著　東京創元社　９１３６/ヒロ
廣嶋玲子さんといえば、『ふしぎ駄菓子屋　銭天堂』をはじめ、児童文学で有名な方です。そん
な著者の大人向け小説のこの本は、短編３作品が収録されています。ホラー要素もありつつも、
切なさもあるファンタジー小説です。この小説をきっかけに著者の作品を読みはじめたので、
まだ読んだことのないという方は是非お手に取ってみてください！（H）　

このコーナーでは、 毎月ちがう図書館員からの

おすすめ資料などを紹介していきます。

視聴覚だより


